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『地域医療における福島労災病院の役割 

と総合内科新設の目的』 

 

福島労災病院  

病院長 渡辺 毅 

 

 

 

 

 

 

 

福島労災病院は、常磐炭鉱の廃坑後に労働災害医療を主体とする特殊な病院から、永

らく時間をかけて地域住民を対象とする市民病院的医療機関への脱皮を図り、さらに地

域医療連携の中核病院としての機能を整備してきました。その結果、2004 年に「地域

医療支援病院」の承認を受け、平成 27 年度の連携登録医は 226 名、紹介件数は 6,485

件、紹介率 90.2%、逆紹介率 77.9%という実績を示しています。この数値は、当院の

いわき市における地域医療連携に対する寄与の証明と誇らしく思っています。一方、当院

の地域医療連携体制をさらに発展させ、いわき市民の医療需要に応えるためには、昨今話

題の地域包括ケアシステムの中に位置付けられる急性期病院としての在宅診療所や介護施

設との連携体制の構築やオープン病床の拡張による連携医の先生方の積極的な当院診療

への関与が重要な課題と考えています。それを可能とする院内体制整備としては、現在の

当院において医師が不足する整形外科、麻酔科、泌尿器科、神経内科、呼吸器内科などの

本来充実すべき診療科の医師と医療スタッフの補充が必要なのは言うまでもありません。

今年度も地道な努力を重ねるしかないと考えています。一方、地域の病院・診療所・施設 
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からのご紹介や救急医療の要請に対応する内科系、外科系サブスペシャ

ルティー診療科と調和した効率の良い診療体制を築くために、トリアー

ジ機能をもつ総合内科（総合診療科）を設置したいと考えています。勿

論、地域の先生方からの内科系・外科系のサブスペシャルティーの明確

な患者さんは従来通り、消化器、循環器、呼吸器内科、消化器外科、呼

吸器外科、泌尿器科、整形外科、眼科、耳鼻咽喉科などへの積極的なご紹介をお願い致し

ます。しかし、原因不明、または臓器複合的な症候を呈する内科疾患に関しては、ご遠慮

なく総合内科外来へご紹介、ご相談戴ければと思っております。とは言え、医師不足の当

院に在籍する総合内科専門医の中で、各診療科から自由な立場で、時間的にこの任を担当

できるのは当面は高齢者である私しかおりません。したがって、若手の総合内科専門医、

総合診療専門医の確保が出来るまで、自身の力不足は承知のうえで、火曜（午後）、水曜

日（午前）、木曜（午後）に細々と看板を掲げることといたしまし

た。また、今回の総合内科新設は、新しい専門医制度における内科

専門医と総合診療専門医研修の連携病院として、ジェネラリスト養

成の一端を担うという意思表示でもあります。新しい専門医制度に

おける専攻医受け入れの準備としては、内科系サブスペシャルティ

ーの充実も重要課題であり、昨年度から当院に糖尿病・内分泌内科、

腎臓内科が再開され、今秋からはリウマチ・膠原病内科も再開の予

定です。それぞれ、最小の人数構成の診療科ですが、他の領域を含

めて徐々に診療科の充実を図りたいと考えています。 

福島労災病院の現状は、いわき市民の医療需要に応えるには現今

の機能が不充分であることは承知しております。しかし、将来の目

標とする病院像を目指して、今回の対応はまずはその型を示し、そ

の後内容を徐々に充実させるという戦術の反映と思っております。 

今後とも、福島労災病院への皆様のご支援を宜しくお願いします。 
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平成 28年 5月 8日（日）～5月 14日（土） 

５月１２日は、近代看護学の普及に尽力を尽くしたナイチンゲールの誕生日を「看護

の日」としています。その日を含む日曜日から土曜日までの１週間を「看護週間」と定

め、全国各地で看護に関わる行事を展開しています。 

 

『看護の日』 ＜メインテーマ＞ 

看護の心をみんなの心に 
21世紀の高齢者を支えていくためには、看護の心、ケアの心、助け合いの心を、私

たち一人一人が分かち合うことが必要です。こうした心を、老若男女を問わず誰もが育

むきっかけとなるよう、旧厚労省が 1990 年 12月に「看護の日」を制定しました。 
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整形外科主任部長 

菅野 敦子（かんの あつこ） 

 

１．ご出身はどちらですか？ 

山形県山形市 

２．専門とされている疾患はなんですか？ 

骨粗鬆症、肩関節疾患 

３．皆様へ一言お願いします。 

骨粗鬆症の加療は、ここ３、４年でかなり良くなっております。よりよい治療法を提 

供できるようにしたいと考えております。なお、対応困難な疾患・外傷に関しまして 

は、適宜紹介とさせていただいておりますので、よろしくお願いします。 

 

 

外科部長 

星野 実加（ほしの みか） 

 

１．ご出身はどちらですか？ 

埼玉県 浦和市です。 

２．専門とされている疾患はなんですか？ 

呼吸器外科領域です。 

３．皆様へ一言お願いします。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

外科医師 

渡部 晶之（わたなべ まさゆき） 

 

１．ご出身はどちらですか？ 

会津若松です。 

２．専門とされている疾患はなんですか？ 

一般外科です。 

３．皆様へ一言お願いします。 

はじめまして。今年の３月まで福島県立医科大学で後期 

研修をしており、４月より福島労災病院で働かせていただくことになりました。まだ 

赴任して間もなく、不慣れな点もございますが、地域の皆さまのため、病院スタッフ 

のため精一杯頑張ります。宜しくお願いします。 

 

新任医師紹介 

 

この 4月から当

院に赴任された

先生方にお聞き

しました。 
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循環器科副部長 

山内 宏之（やまうち ひろゆき） 

 

１．ご出身はどちらですか？ 

  福島県いわき市 

２．専門とされている疾患はなんですか？ 

  心不全、心臓リハビリテーション 

３．皆様へ一言お願いします。 

  生まれ育ったいわき市の医療に貢献すべく 

精進する所存です。 

どうか宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

消化器科医師 

小屋 有代（こや ゆうだい） 

 

１．ご出身はどちらですか？ 

山形県山形市です。 

２．専門とされている疾患はなん 

ですか？ 

消化器内科です。 

３．皆様へ一言お願いします。 

少しでもいわきの医療に貢献できるよう頑張りますので、よろしくお願い 

いたします。 

 

 

 

 

消化器科医師 

入江 大樹（いりえ ひろき） 

 

１．ご出身はどちらですか？ 

福島県福島市 

２．専門とされている疾患はなんですか？ 

消化器一般 

３．皆様へ一言お願いします。 

４月からお世話になっています入江大樹と申します。浜通り地方 

に赴任するのは初めてなので分からないことも多々ございますが、 

地域の皆さまのお力になれるよう尽力いたします。 
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≪看護部≫ 

看護副部長  楢舘 民恵 

 

 この 4 月に、中部労災病院（愛知県名

古屋市）から異動して参りました。地域も

病院も全く異なるところなので、興味深く

毎日を過ごしています。毎日の通勤時間が短くなったの

で、休日に病院の周りにはどんな建物があるのか、季節の移り変わりを見ながら、散策し

ています。院内は自分が行きたい場所へやっと行けるようになってきました。 

仕事をする中で、今すべきことはわかりますが、地域や施設毎に方法が違うため、ひと

つひとつ尋ねて確認しながらとなり、時間がかかります。職員の人たちは丁寧に分かりや

すく教えてくださるので安心できるし助かっています。徐々にスピードを速めて一緒に働

く人たちに手間を取らせず仕事ができるようになりたいです。 

院内を歩いていると、職員から患者さんへの声掛けでほっとすることがあります。当院

を信頼してくださる患者さんと患者さんを大切に思い関わる職員との双方向の関係性を長

い時間をかけて築いてきているのだと感じる場面に出会うことが多いです。自分の働く施

設の良い所を見るととても嬉しいです。 

いわきで暮らし、福島労災病院で働く一員となりました。地域の皆さんと病院との関係が

より深まるように今後努めてまいります。皆さんどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

≪薬剤部≫ 

薬剤副部長  梶原 徹 

 

 このたび、北海度の釧路労災病院から転勤してきまし

た梶原徹といいます。釧路労災病院には平成元年から

27年間勤務しておりました。出身は北海道の最東端国

境の街、根室市です。現ロシア領となっている北方領土

貝殻島までは 3.7Kmという近さです。大学生活は仙台で過ごしましたし、家内は宮城県

出身のため東北のいわきに転勤になり大変喜んでいます。今時期、釧路ではまだまだ雪が

降ることもありますが、いわき市は暖かく過ごしやすいです（車は未だに冬タイヤですが）。 

趣味はサッカー観戦で、J2北海道コンサドーレ札幌の大、大、大ファンです。ホームで観

戦することはなかなかできなくなりましたが（釧路にいるときも年 2～3回しかホーム観

戦できませんでした。釧路から札幌まで 300Km以上あるため頻繁にはいけません）近く

でのアウエー戦にはぜひ応援に行きたいと思っています。また、料理を作るのも食べるの

も好きです。釧路も魚がおいしいところでしたが、いわき市も小名浜港が近くにあるため

大変楽しみにしています。スーパーでも今まで見たこともない魚介をみると、

どう料理してやろうかな、どう食べてやろうかなと興味がわいてきます。 

いわきに赴任し 2週間たちました。初心に帰った気持ちで頑張っていこうと

思っています。みなさん、よろしくお願いいたします。 

 

ス タ ッ フ 紹 介 
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外来診療科担当医一覧表 

 


